
平成２５年度様式 

１０００個のキャンドルを池の周りに並べ 地域の子供たちを呼んで釣り大会、魚の観察を 
池に映る灯りで水環境の保全を考えました して池に放ちます、毎年１００名以上の参加   

地域の人達との交流を目的とした湧水を使った 縫ノ池近くの水路で生き物調査、メダカやカワ 
茶会の開催、町内外から約２００名が参加 バタモロコなどきれいな水にすむ９種類を確認   

子供たちによる花いっぱい運動、１００個の 自然環境の保全、環境整備事業の一環として、 
プランターに花を植え縫ノ池周辺を飾りました 池内の清掃作業を大人まで参加して行いました  

  

  

  

平成２5年度様式 

様式第１０号（第１７条関係）

事 業 報 告 書

１ 支 援 団 体 名 松原ダム湖面環境推進委員会

２ 事 業 名 称 松原ダム水質保全アダプト

３ 実 施 日 時 平成 月・平成 月

４ 実 施 場 所 松原ダム湖

５ 事業目的、内容

及 びその効 果

（事業実施状況・内容）＊できるだけ詳細に

・ダム湖清掃作業～浮遊している発泡スチロール、プラスチック、ビン類

ＮＢＣチャプター大分の方々も参加しました。

・遊覧船をチャーターしてダムの働き（小学生対象 社会科学習）

・国土交通省から 年間ダム湖周辺の清掃活動に対して表彰を受けた。

・ゴミ捨て禁止の看板作成と設置。

（事業実施効果）

・春には桜と菜の花、秋には紅葉と遊覧船からの雄大な景色を楽しんでも

らえる。

６ 参 加 内 訳

総人数 名

（１）主催者参加 名

（２）日本人参加（（１）を除く） 名

（３）外国人参加（（１）を除く） 名

７ 今 後 の方 針

・きれいなダム湖を目指す！
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平成２5年度様式 

状況写真（立て看板製作状況）  状況写真（立て看板設置状況） 
 

状況写真（塵芥等回収状況） 状況写真（回収作業） 
 

状況写真（塵芥等回収）  状況写真（作業終了⇒記念撮影） 
 

 

  

  

平成 25 年度様式 

様式第１０号（第１７条関係） 

事 業 報 告 書 

１ 支 援 団 体 名 特定非営利活動法人嘉瀬川交流軸 

２ 事 業 名 称 嘉瀬川ダム上下流交流事業－「感謝」と「おもてなし」プロジェクト- 

３ 実 施 日 時 平成 25 年 11 月 25 日（日）午前 11 時～午後 2時 30 分 

４ 実 施 場 所 佐賀市富士町 嘉瀬川ダム富士しゃくなげ湖畔「水恵無限」碑前広場 

５ 事業目的、内容 

  及 び そ の 効 果 

（事業実施状況・内容） 

午前 11 時より佐賀市金立金比羅神社宮司の導きにより神事を行った後、

「秋の収穫 嘉瀬川ダム感謝祭」を行った。荒牧実行委員長の開会の挨拶

の後、田島健一（白石町長）が白石町に水が送られたことに対する感謝の

辞を、秀島敏行佐賀市長が地元富士町と嘉瀬川の水の恵みに対する感謝を

述べられた後、音成幸雄嘉瀬川ダム対策協議会会長が歓迎の辞を述べられ

た。松永憲明佐賀市議会議員の来賓挨拶のあと、白石町の文化的遺産である

「鉦浮立」と「餅つき」を奉納して式典を終了した。式典終了後、富士町

民、白石町民、その他立会人として参加いただいた方々とで交流会を行っ

た。白石町と富士町の産物を使った数々の料理を「菖蒲御膳」の方々（富

士町）が振る舞われる中、白石町に伝わる奇祭「餅すすり」の妙技が示さ

れた。感謝祭を行った水恵無限碑が建つ広場脇に、上下流交流のあかしと

して、白石町の町花である桜と富士町の町花であるシャクナゲを植樹した

ことが披露された。 

また、１１月１８日の週に、嘉瀬川ダムにかかわりのある１０自治会（西畑瀬、菖

蒲、栗並等）に協力戴いて、感謝祭に向けた「おもてなし」清掃を実施していただ

いた。 

（事業実施効果） 

公共事業に対して厳しい目が向けられる中、ダムの受益者が、ダムが建

設された地元に出向いて感謝の念を述べ、長年住み慣れた土地を去らざる

を得なかった人々と交流することにより、嘉瀬川ダムのように地域にとっ

てどうしても必要な社会基盤があることを社会に対して示すことができ

た。今後の公共事業推進の一助になるものと確信する。 

６ 参 加 内 訳 

総人数                          １６５名

（１）主催者参加                      １５名

（２）日本人参加（（１）を除く）              １５０名

（３）外国人参加（（１）を除く）                ０名

７ 今 後 の 方 針 

 嘉瀬川ダム対策協力会（白石町、小城市、佐賀市など）の後継組織であ

る水源地域連携・活性化促進協議会の結成が平成２５年６月にずれ込んだた

め、今年度は特定非営利活動法人嘉瀬川交流軸が主体となって実行委員会

を設け事業を行った。次年度以降は、水源地域連携・活性化促進協議会が主
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